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･平成25年度は代議員改選年度ではないため｢加盟

断酷･代議員十覧｣名簿の発行はありません｡また､

r加盟断酒会名簿201 3壬輔劇の発行も見合わせます.
･断酒手帳･日記の発行までは｢躍進する全断連2013

年度版｣を使用いただくことになります｡
･ 201 3年度に入り､断酒会名簿に変更箇所が出た場合

は全断連事務局まで連絡願います｡

逐次､本紙｢みんなの全断運短信｣に掲載します｡

(平成25年4月25日付全断連事第25-21号参照)
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○中国断酒ブロック(島根)大会

4月14日雲南市三刀屋文化体育館｢アスバル｣で､

4月1日公益社団法人移行を果たした島根県断酒新

会を兼ねて開催｡

厚労省､島根県､雲両市はじめ多数の後援｡

全断連からは中田理事長以下理事多数､事務局が

参加した｡
･テーマは｢共感･連帯･新生｣

参加者は医療行政42､一般69､断酒会917､総計

1,028名を得た｡
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○中部ブロック協議会

3月23､ 24日山梨県で開催｡中部ブロック5県

16名が参加｡全断連理事会報告､各県連行事報告と

調整に続き､アクション･プランへの対応を協議｡
･酒害相談研修講座を10月12､ 13日山梨県休□断寸で開

墾昼
･退会者防止､新入会員増加策を検討した｡
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アル法ネットは､地域の国会議員はじめ､地方議

会議員､その他地域機関に対し､アルコール健康障

害対策基本法の制定に賛同をお願いする冊子を発行

(愛知･静岡･岐阜･三重の各県連が制作に協力)0

(内容) ①なぜ基本法が必要なのか②基本法案骨子

全文③アルコール依存症当事者･家族の声④アル
コール健康障害と不適切な飲酒⑤我が国のアル

コール関連問題の現状⑥WHO世界戦略の概要

全断連は各都道府県連に協力を依頼し､約1,800

部を配布した｡

(詳細: ｢かがり火｣ 7月号参照)0
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全断連は平成23年3月に移行認定を受け､公益

社団法人に移行したが､これに続き､本年3月次
の3断酒会が公益社団法人に移行認定､ 2断酉会が｣

般社団法人にめでたく移行認可され4月1日付で登記

を完了した｡申請作業に払われた多大のご努力に敬

意を表します｡ (詳細: ｢かがり火｣ 7月号に掲載)

(公益社団法人移行登記完了)

全断連との情報交換も行いながら準備作業を進

め､昨年申請､県当局の修正指導等を重ねて､本年

3月審議会の承認を受け移行認定証受領､ 4月1

日公益社団法人への移行登記を完了した｡

○栃木県断酒ホトトギス会

○三重断酒新生会　　○島根県断酒新生会

(一般社団法人移行登記完了)

一般法人移行を選択｡準備作業を進め､昨年申請､

本年3月審議会の承認を受け移行認可証受領､ 4

月1日一般社団法人への移行登記を完了した｡

○福岡県断酒連合会　　○大分県断酒連合会

移行認定.認可 ��申請ラ 傀�OR�中の �&hｨ���

引き続き､公益社団へ移行認定ないし一般社団へ

の移行認可申請を進めている断酒会は以下の通り｡

(公益社団法人へ)

○静岡県断酒会　　○大阪府断酒会

○埼玉県断酒新生会

いずれも申請準備中｡本年11月までに申請し､

平成26年4月1日公益社団法人移行を目指す｡

(一般社団法人へ)

○神奈川県断酒連合会　　○香川県断酒会

平成24年度に申請済｡早期の認可を目指し当局

と申請内容の修正等について折衝中｡会計年度終了

にタイミングを合わせ､平成26年4月1日移行登

記の予定｡

○北海道断酒連合会　　○宮崎県断酒友の会

申請準備中｡本年11月までに申請し､平成26年

4月1日一般社団法人移行を目指している｡
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平成25年4月19日付全断連事第25-6号にて各都

道府県連に総会案内状を発信しました｡
･第3回定時社員総会: 6月23日13 :00-15: 30

･仝国評議員会: 6月22日(13:00-15:30)

.案内書及び出欠連絡ハガキは総会案内に同封( 4

月19日付全断連事第25-8号)
･場所:晴海グランドホテル(東京都中央区晴海)

･出欠締切5月31日｡宿泊申込締切5月24日｡

(代議員返信ハガキ投函のお願い)

代議員の皆様へ｡

○総会ご欠席の場合は､案内状到着次第､議案書に

従い､返信用ハガキ裏面の各議案に諾否をマークの

上､ 5月31日必着で投函くださるようお願いします｡

○ご出席の場合は宿泊のご都合を記入の上､ 5月

24日必着で投函くださるよう願います｡
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総会開催案内とともに全代議員に総会議案書を配

布しました｡主要項目を掲載します｡
･ 1号議案　平成24年度事業報告

･ 2号議案　平成24年度決算報告

･ 3号議案　新役員選任の件

･ 4号議案　長期事業計画および

平成2 5年度事業計画議定の件
･ 5号議案　平成25年度予算議定の件

2回に分けて議案書要旨を掲載します｡ 5月号

では1号議案～ 3号議案についてレビューします｡

(1号議案)
･平成24年度に開催した全断連主催の大会･研修

会の報告
･社会協力事業､酒害相談事業の推進､アクション･

プランの実施促進､アルコール健康障害対策基本

法推進等の活動報告

( 2号議案)

総収入は､会費収入は減少したが､寄付金収入と

出版物･グッズ販売収入の好調により320万円の増

収｡一方で公益事業支出の大幅な未達と管理費支出

の削減により､正味財産は520万円増加した｡

(第3号議案)全断連新役員推薦

本紙4月号(平成24年度第2回定例理事会開催)

参照｡選任されれば6月23日就任予定｡
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①　神奈川県横須賀市民公開セミナー

3月17日よこすか芸術劇場｢ヨコスカベイサイ

ドポケット｣で､ブロック研修会の午後に開催｡ ･

テーマ｢アルコール関連問題からの気づき｣

サブテーマ｢つながること､生きること｣

○講演　神奈川県立精神医療センターせりがや病院

精神科医長青山久美氏､アスク水滞都加佐氏｡

行政2 ､医療5 ､一般40､断酒会502､計549名

②　奈良県民セミナー

2月15日～ 3月16日の期間､奈良県との共催で

｢もしかしてアルコール依存症｣を6回開催した｡

奈良では地域ごとに分散して開催することで参加

者の利便と参加者数の増加を図り成功している｡
･開催地は､天理市､大和郡山市､奈良市､大和高

田市､生駒市､橿原市｡
･参加者(6回総計)は行政27､医療27､その他

一般96､断酒会183､総計328名｡

･講演者は植松クリニック院長植松直道民､宅間康

裕氏､八木植松クリニック院長木啄秀人氏､大本浮

氏､奈良医科大学准教授島本卓也氏､小泉診療所

医師白水倫生民｡奈良県精神保健福祉センター三

木洋子氏が行った｡ (詳細: ｢かがり火｣ 5月号参照)

滋賀県野洲市市民公開セミナー

3月28日滋賀県断酒同友会が昼例会の一環とし

て野洲市の後援を受け野洲市図書館で開催｡
･テーマ:飲酒と健康

･安東病院副院長安東毅氏が講演

･ ｢地域の社会福祉を守り育てる住民活動支援事業

補助金｣の適用を受けた｡
･酒害相談4名(内1名は昼例会参加者)

行政10､一般28､断酒会22､総計60名が参加｡

①　枚方市セミナー3件(大阪枚方断酒会)
･ 3月14日高齢者アルコール関連問題講座

枚方市地域包括支援センターと共催　24名参加
･ 3月20日アルコール関連問題講座(自殺問題)

安東医院院長安東龍雄氏講演｡ 37名参加
･ 3月21日パワハラへのメンタルヘルス対策

北大阪商工会議所･枚方保健所と共催｡

臨床心理士豊田直子氏講演｡ 85名参加
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裏面<市民公開セミナー開催状況>

③　大阪府枚方市市民公開セミナー

安東病院副院長安塵毅氏　-安室毅氏

謹んでお詫び申し上げます｡
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4月13日やちまた断酒新生会(干葉)代表者:

高山和人　〒289-1115八街市八街は203-19

(Tel) 080-2037-5010
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5/ll-13

5/12

5/26

6/2

6/22

6/23

7/27､ 28

ll/17

松村断酒学校(高知)

北陸ブロック(新潟)大会

関東ブロック(多摩)大会

東北ブロック(宮城)大会
全国評議員会(東京)

全断連第3回定時社員総会(東京)

北陸断酒学校(富山)

全断連第50回全国(沖縄)大会

全断連結成5 0周年記念式典


